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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年7月31日(2014.7.31)

【公開番号】特開2012-141744(P2012-141744A)
【公開日】平成24年7月26日(2012.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-029
【出願番号】特願2010-293478(P2010-293478)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  21/62     (2013.01)
   Ｇ０６Ｆ  12/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  21/60     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  12/14    ５２０Ａ
   Ｇ０６Ｆ  12/00    ５３７Ａ
   Ｇ０６Ｆ  12/14    ５２０Ｆ
   Ｇ０６Ｆ  12/14    ５６０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月17日(2014.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　そこで、本願発明では、セキュリティが付与されたファイルの保存先が変更となる場合
に、当該ファイルに付与されたセキュリティを考慮した文書管理をすることが可能な文書
管理装置を提供することを目的とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　フォルダに文書を保存することが可能な文書管理装置であって、保存される文書に対し
て付与する操作権限および前記文書の保存先が前記フォルダから変更となる場合に前記付
与された操作権限を維持するかどうかの設定を含むセキュリティ情報を前記フォルダに対
して設定可能なセキュリティ設定手段と、前記フォルダに文書が保存されたかどうかを監
視する監視手段と、前記監視手段により文書が保存されたと判定された場合、前記保存さ
れる文書に前記セキュリティ情報を付与するセキュリティ付与手段とを有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明によれば、セキュリティが付与されたファイルの保存先が変更となる場合に、当
該ファイルに付与されたセキュリティを考慮した文書管理をすることが可能な文書管理装
置を提供することができる。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フォルダに文書を保存することが可能な文書管理装置であって、
　保存される文書に対して付与する操作権限および前記文書の保存先が前記フォルダから
変更となる場合に前記付与された操作権限を維持するかどうかの設定を含むセキュリティ
情報を前記フォルダに対して設定可能なセキュリティ設定手段と、
　前記フォルダに文書が保存されたかどうかを監視する監視手段と、
　前記監視手段により文書が保存されたと判定された場合、前記保存される文書に前記セ
キュリティ情報を付与するセキュリティ付与手段と、
　を有することを特徴とする文書管理装置。
【請求項２】
　前記セキュリティ付与手段は、前記文書に対するセキュリティ設定が、前記セキュリテ
ィ設定を維持しないように設定されていた場合、前記文書の保存先が前記フォルダから変
更となる文書に対して前記付与されたセキュリティ情報を削除し、一方、前記セキュリテ
ィ設定を維持するように設定されていた場合、前記文書の保存先が前記フォルダから変更
となる文書に対して付与されたセキュリティ情報を削除しないことを特徴とする請求項１
記載の文書管理装置。
【請求項３】
　前記セキュリティ付与手段は、前記文書に対するセキュリティ設定が、前記セキュリテ
ィ設定を維持するように設定されていた場合、前記監視手段により文書が保存されたと判
定された場合であっても、前記セキュリティ設定手段による当該文書に対してのセキュリ
ティ情報の付与は行わないことを特徴とする請求項１または２に記載の文書管理装置。
【請求項４】
　前記セキュリティ情報には、文書に対する操作に関する項目が含まれており、当該文書
に対する操作が出来る期間の設定が可能であって、
　前記操作が出来る期間内でない場合には、当該文書に対する操作を不許可とすることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の文書管理装置。
【請求項５】
　前記文書の保存先が前記フォルダから変更となる場合とは、前記保存された文書の複製
または移動であることを特徴とする請求項１記載の文書管理装置。
【請求項６】
　フォルダに文書を保存することが可能で、当該保存される文書に対して付与する操作権
限および前記文書の保存先が前記フォルダから変更となる場合に前記付与された操作権限
を維持するかどうかの設定を含むセキュリティ情報を前記フォルダに対して設定可能なセ
キュリティ設定手段を有する文書管理装置の制御方法であって、
　前記フォルダに文書が保存されたかどうかを監視する監視ステップと、
　前記監視ステップにより文書が保存されたと判定された場合、前記保存される文書に前
記セキュリティ情報を付与するセキュリティ付与ステップと、
　を有することを特徴とする文書管理装置の制御方法。
【請求項７】
　フォルダに文書を保存することが可能で、当該保存される文書に対して付与する操作権
限および前記文書の保存先が前記フォルダから変更となる場合に前記付与された操作権限
を維持するかどうかの設定を含むセキュリティ情報を前記フォルダに対して設定可能なセ
キュリティ設定手段を有する文書管理装置を、
　前記フォルダに文書が保存されたかどうかを監視する監視手段と、
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　前記監視手段により文書が保存されたと判定された場合、前記保存される文書に前記セ
キュリティ情報を付与するセキュリティ付与手段と、
　を有することを特徴とする文書管理装置として機能させるためのプログラム。
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